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こうした特徴は. [""タブロー ド・ポー ルJ (近年，バランススコアカードとの類似が指摘されている)
や「同質セクション法J (同じく活動基準原価計算との狽似性が指摘されている)を生み出した20世紀中
葉のフランス技術者に引き継がれるとしているの
論文では，以上の諸点を的確に叙述しており，この点は大いに評価できる。
ただし本論文にもいくつかの間題点があることを指摘しておかなければならない。
まず.氏は会言|史の方法論についての数々のアプローチを検討しこうした方法論を総合的に用いたい
と述べているが，本論文で主に用いた方法と会計史の研究方法に関する主張との論理的整合性が不充分で
ある。
また.Saint-Gobain社.Decazev i 1e社およびBaccarat社の3社の惟史的ケースについては，ケース
それぞれの発展プロセスの分析が求められるところである。たとえば，分析の対象とした60年間にSaint-
Gobain社の原価計算がと‘のように変化したかを，より詳細に検討することが望まれる。
以上の課題が存夜するとはいえ，本論文は原価計算の発展に対するフランスの貢献およびフランス技術
者の貢献を明確に述べたものであり，その研究の価値は十分評価できる。よって博士(経留学)の称号に
ふさわしいものであると認められるの
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